
令和６年度 横浜南陵高等学校不祥事ゼロプログラム検証 

 

１ プログラム策定状況 

（１） プログラム策定体制について 

前年度の実施結果に基づき、令和６年度のプログラムを策定。 

（２） 課題項目 

① 法令遵守意識の向上（公務外非行の防止、職員行動指針の周知・徹底を含む） 

② 職場のハラスメント（パワハラ、セクハラ、マタハラ）の防止 

③ 生徒に対するわいせつ・セクハラ行為の防止 

④ 体罰、不適切な指導の防止 

⑤ 入学者選抜、成績処理及び進路関係書類の作成及び取扱いに係る事故防止 

⑥ 個人情報の管理、情報セキュリティ対策（パスワードの設定、誤廃棄防止） 

⑦ 交通事故防止、酒酔い・酒気帯び運転防止、交通法規の遵守 

⑧ 業務執行体制の整備（情報共有、相互チェック体制、業務協力体制） 

⑨ 財務事務等の適正執行 

 

２ 不祥事ゼロプログラムの達成状況及び取り組むべき課題 

① 月一回の不祥事防止会議を開催するとともに、職員会議前に不祥事防止研修会を月に一回開催し、

職員の不祥事防止の意識を高めることができた。 

② 朝の打合せ時に職員から輪番で不祥事防止標語等の発表や、各職員間での声掛けを行うことで事

故防止効果を高めることができた。 

③ 各学期の成績処理では、マニュアルを基に職員間での共通理解を深め事故防止体制の強化が図れ

た。 

④ 会計処理マニュアルを作成し、私費会計事務処理に係る事故防止に努めた。次年度は会計担当者

だけでなく、全職員での研修を開催する予定。 

 

３ 不祥事防止研修会の実施状況等 

課題 目標 実施状況 達成状況 

① 法令遵守意識

の向上 

教育職員としての自覚をもち、

公務外における行動について

も信用を損なわないよう、公務

外非行を未然に防止する。 

・コンプライアンス意識の醸成（４月 26 日） 

・服務規律の遵守（４月 26 日） 

〇 

② 職場のハラス

メントの防止 

他者の人権を尊重し、良好な職

場環境の維持・確保に努め、ハ

ラスメントを防止する。 

・職場のハラスメント防止（９月 27 日） 〇 

③ 生徒に対する

わいせつ・セ

クハラ行為の

防止 

生徒の人権を尊重し、わいせ

つ・セクハラ行為を未然に防止

する。 

・セクハラ/わいせつな行為の防止（６月 21 日） 〇 



④ 体罰、不適切

な指導の防止 

生徒の人権を尊重した指導を

行い、不適切な指導や体罰を未

然に防止する。 

・体罰、不適切な指導の防止（11 月１日） 

 

〇 

⑤ 入学者選抜、

成績処理及び

進路関係書類

の作成及び取

扱いに係る事

故防止 

入学者選抜、成績処理及び進路

関係書類に係る事故を未然に

防止する。 

・入学者選抜の事故防止（１月 31 日） 

・入学者選抜に係る研修会（２月 12 日） 

〇 

⑥ 個人情報の管

理、情報セキ

ュリティ対策 

県個人情報保護条例に基づき、

個人情報の適正管理と流出を

未然に防止する。 

・個人情報の適切な取扱い・情報セキュリティ（７月５日） 

 

〇 

⑦ 交 通 事 故 防

止、酒酔い・酒

気帯び運転防

止、交通法規

の遵守 

交通法規を遵守し、安全意識を

高め、交通事故の発生を未然に

防止する。 

・交通法規の遵守（12 月１日） 

・飲酒運転の根絶（12 月１日） 

 

〇 

⑧ 業務執行体制

の整備 

県教育委員会～事故・不祥事防

止３か条～（こころがまえ編）

を徹底し、不祥事の発生を未然

に防止する。 

・業務執行体制の確保（11 月 29 日） 〇 

⑨ 財務事務等の

適正執行 

県の会計基準に沿って、公費・

私費・部活動費等の適正かつ公

正な管理及び執行を行う。 

・財務事務等の適正執行（２月７日） 

 

〇 

 

４ 令和６年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況等令和７年度の課題（学校長意見） 

 

 令和６年度は、不祥事防止研修を充実させた。今まで県からの資料を読むだけにとどまっていたので、参

加者は義務的に話を聞くにとどまっていた。参加しているというよりもただ座っているに近かった。 

 今年度、ゼロプログラムの項目を各グループと初任者に振り分け、それぞれがそのテーマについてしっか

りと調べ、発表し、事故不祥事を防ぐ意識を全体に伝えるようにした。全ての発表が下調べをし、工夫を凝

らしたものであった。動画を作成したり、寸劇を行ったりで、参加者もよく耳を傾け、自分事としてとらえ

ることができた。 

 次年度はさらに県からの資料などを全体で確認し合うシステムを構築していきたい。また、朝の打ち合わ

せで事故不祥事防止の一言を教職員が順番に発表することになっていたが、あまり実行できなかった。日常

の中でうっかり忘れてしまうことの積み重ねが事故を引き起こす要因となることを伝え続け、事故不祥事

防止の意識を高めていきたい。 

 


